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0. はじめに 
 日本語の敬語には、「～（さ）せていただく」という非常に改まった謙譲表現が存在する。
一般的には相手から恩恵・許可を受けるときに使うのが基本の用法だが、恩恵・許可が想
定できない場面にまで用法が拡大し、頻繁に使われるようになっている。その使用に関し
ては話し手と聞き手で認識が異なる部分がある。本稿は「～（さ）せていただく」表現に
ついて、アンケート調査を通じて年齢層別に得られた話し手・聞き手双方の意識に基づい
て、「～（さ）せていただく」表現が実際の使用においてどの場合に適切かを明らかにする
ことを目的とする。なお、特に断りのない限り例文番号は筆者によるものとする。 
 
1. 「～（さ）せていただく」表現とは 
 日本語記述文法研究会編(2009)は、「～（さ）せていただく」表現は基本的には「～（さ）
せていただく」内容に対する許可と、その許可に対する恩恵の要素が含まれる謙譲表現で
あると述べている。しかし、許可者が実際に想定できない場合にも「～（さ）せていただ
く」表現が用いられるようになってきている。日本語記述文法研究会編(2009)によると「～
（さ）せていただく」表現が多用されるのは、「～いたす」という謙譲表現が動詞によって
強い制限を受けることと深い関係があるという。この「～いたす」と動詞による使用制限
について記述のある菊池(1997)を要約して以下に示す。 
 
 「お（ご）～する」は謙譲語の中でも単に自分の行為を低めて述べる場合には使うこと
ができない。さらに「～いたす」はサ変動詞にしか後接できないという問題があり、非サ
変動詞では「行く・来る→まいる」「言う→申す」のように特定の形がある場合を除いては、
謙譲語の形が作れない。これに対して、「～させていただく」なら、サ変・非サ変を問わず
使うことができる。 
(菊地 1997: 45-46 を要約) 
 
菊地(1997)は、サ変・非サ変を問わず「～（さ）せていただく」表現が使えることから、
この表現の使用が拡大してきたと推察している。 
 井上(1999)は、文法的に不要な「さ」を入れる表現で、「～（さ）せていただく」表現の
誤用である「さ入れ」表現について記述している。「さ入れ」表現多用の背景について井上
(1999)の記述を要約して示す。 
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 「休む」「帰る」「伺う」などの動詞は文法的には五段活用動詞で、本来は「休ませて、
帰らせて、伺わせて」で十分である。ところが一段動詞やサ行変格活用動詞だと「閉めさ
せて」「休業させて」のように「させていただく」が多く使われることから、それにそろえ
て「さ」を入れ、「休まさせて、帰らさせて、伺わさせて」などとしたのである。 
(井上 1999: 172-173 を要約) 
 
 本稿では「さ入れ」表現と「～（さ）せていただく」表現の間に特別な違いを設定しな
いが、文法的に問題のある「さ入れ」表現が聞き手の判断に影響を与える可能性も考えら
れる（4.3 節で詳述）。 
 
2. 先行研究と問題提起 
 実際には行為の許可者や恩恵が認められない場合にまで使用が拡大してきた「～（さ）
せていただく」表現だが、拡大用法の全てが容認されるわけではない。「～（さ）せていた
だく」表現を含む用例を示し、実際に聞き手の容認度を問うた研究には菊地(1997)、宇都
宮(2004)、伊藤(2011)がある1。 
しかし、いずれも「～（さ）せていただく」表現の話し手の具体的意識（使用する理由）
については言及していなかった。さらにいずれの調査においても「～（さ）せていただく」
表現に対する意識と年齢の関係に言及していない。菊地(1997)は、年齢の異なる社会人 103
名を対象にアンケート調査を行ったが、回答を年齢層別に分けておらず、宇都宮(2004)も
300 名のアンケート対象者を「学生」と「一般」という 2 つのカテゴリに区別しただけで
ある。伊藤(2011)のアンケート対象は高校の一クラスで、極めて限られた年齢層であった。 
 以上のことから、話し手（「～（さ）せていただく」表現を使用する／しない理由）・
聞き手（他人の「～（さ）せていただく」表現の使用が気になる／気にならない理由）の
双方の具体的な意識を踏まえて「～（さ）せていただく」表現の使用がどの程度適切かと
いうこと、「～（さ）せていただく」表現に対する態度を年齢層別に調査することに意義
があると筆者は考える。 
 
 
                                                        
1
菊地(1997)は、「～（さ）せていただく」表現について社会人 103 名（20 代 21 名、30 代 18 名、40 代 45
名、50 以上 19 名）を対象に、7 つの例文の容認度を○か×で問う形式のアンケート調査を実施した。アン
ケートに使用した例文は紙幅の都合上割愛する（以下の先行研究についても同様）。 
 宇都宮(2004)は、日本語母語話者 300 人を対象にアンケート調査を行い、複数の状況における「～（さ）
せていただく」表現の使用実態についての違和感・敬意度レベルを調査した。アンケート対象者は大学生
が 164 名、大学生より年齢が上の対象者（「一般」とする）が 136 名の計 300 名である。 
 伊藤(2011)は、秋田県秋田市の高校生 55 名（男子 31 名、女子 24 名）を対象にアンケート調査を行い、
「～（さ）せていただく」表現の自然度と、その判断要因について、分析・考察を行ったものである。 
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3. 調査 
3.1. 調査方法 
 「～（さ）せていただく」表現に対する意識調査のために、日本語母語話者 106 名2（10
代 17 名、20 代 32 名、30 代 10 名、40 代 18 名、50 代 17 名、60 代以上 12 名）を対象にア
ンケート調査を行った。アンケートには年齢・性別に加え、「～（さ）せていただく」表現
を積極的に使用するか否か、使用／不使用の理由（自由記述）、他人の使用が気になったこ
とがあるか否か、「～（さ）せていただく」表現に対して受けた印象（自由記述）を尋ねた
うえで、菊地(1997)のアンケートで用いられた例文を示して適切かどうかを○×で質問した。
このように質問項目を設定したのは、「～（さ）せていただく」表現を含むある形式につい
ての容認度を問うだけではなく、普段日本語母語話者が同表現に対して抱いている意識（使
用理由・聞き手としての印象）を調査するためである。アンケート質問票を以下に示す。 
 
アンケート質問票 
Q1. 性別と年齢を教えてください。性別(   ) 年齢(   ) 
Q2. あなたは普段「～（さ）せていただく」という表現を積極的に（頻繁に、あるいは積
極的な態度で）使いますか。( はい いいえ ) 
Q3. Q2 で「はい」を選択した方は、「～（さ）せていただく」表現を（積極的に）使用する
理由を、Q2 で「いいえ」を選択した方は、「～させていただく」表現を（積極的には）使
用しない理由を、それぞれお答えください。（自由記述。卒業論文本体では回答例あり。） 
Q4. 他人が「～（さ）せていただく」という表現を使っているのを聞いて、気になったこ
とがありますか。（ はい いいえ ） 
Q5. 他人の「～（さ）せていただく」表現の使用について、どのような印象を受けました
か。（自由記述。卒業論文本体では回答例あり。） 
Q6. 以下の例文について、あなたの感覚で適切かどうかを○・×で教えてください。 
（○：適切 ×：不適切） 
1. （学生が教師に）すみませんが、先生の本を使わせていただけないでしょうか。 
2. （パーティの出欠の返事で）出席させていただきます。 
3. （結婚式で媒酌人が）媒酌人として一言ご挨拶させていただきます。 
4. （結婚式での、新郎の友人のスピーチ）新郎とは十年来のおつきあいをさせていただい
ております。 
5. （同、新婦の友人のスピーチ）私は新婦と三年間一緒にテニスをさせていただいた田中
と申します。 
6. （近所の人に）私どもは、休日はハワイで過ごさせていただきます。 
7. （セールスマンが客に）新製品を開発させていただきまして。 
 
                                                        
2
10 代、20 代は本学学生が中心で、30 代以上は職種・業種を問わずアンケート調査を実施した。 
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3.2. 調査結果 
3.2.1. 話し手として「～（さ）せていただく」表現を積極的に使用する理由 
Q3. Q2「『～（さ）せていただく』表現を積極的に使うか」に対して「はい」と回答した
理由で最も多かったものを年齢層別に以下に挙げる。 
 
＜10 代＞ 
・（アルバイトなどで）目上と話す機会が多いから 
・使ったほうがフォーマル（または丁寧）だから    (各 5 件) 
＜20 代＞ 
・（アルバイトや就職活動など、目上に対し）丁寧さを示すことができるから (8 件) 
＜30 代＞ 
・目上と接する機会が多いから      
・客先のメールによく使うから     (各 2 件) 
＜40 代＞ 
・目上に対して、付ければとりあえず失礼がないと思うから   (5 件) 
＜50 代＞ 
・目上やお客様に失礼のないように接したいから    
・謙虚な気持ちで物事に取り組んだり、人に接したりしたいから  
・丁寧だから        (各 2 件) 
＜60 代以上＞ 
・柔らかい言い回しになると思うから     (2 件) 
 
3.2.2. 聞き手として他人の「～（さ）せていただく」表現の使用が気になる理由 
Q5. Q4「他人の『～（さ）せていただく』表現の使用が気になるか」に対して「はい」
と回答した理由で最も多かったものを年齢層ごとに以下に挙げる。 
＜10 代＞ 
・堅苦しいイメージだから 
・敬語の間違った使い方を避けたいから    (各 2 件) 
＜20 代＞ 
・必要以上に敬意を払われている気がしたから    (7 件) 
＜30 代＞ 
・へりくだりすぎていたから      (2 件) 
＜40 代＞ 
・慇懃無礼だと思ったから      (4 件) 
＜50 代＞ 
・へりくだりすぎだと思ったから      (3 件) 
＜60 代以上＞ 
・人間関係（対等な関係を含む）に不相応だったから  (2 件) 
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3.2.3. 「～（さ）せていただく」表現への「積極度」「消極度」「許容度」 
本節では筆者が Q2・Q4 の回答から導き出した「積極度」・「消極度」、Q6 から導き出し
た「許容度」について述べる。はじめに Q2・Q4 の年齢層別回答状況を表 1・表 2 にそれ
ぞれ示す。 
 
表 1: Q2「～（さ）せていただく」表現を積極的に使うか 
 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代～ 全体 
はい 70.6% 46.9% 60% 50% 58.8% 41.7% 53.8% 
いいえ 29.4% 53.1% 40% 50% 41.2% 58.3% 46.2% 
 
表 2: Q4「他人の『～（さ）せていただく』表現の使用が気になるか」 
 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代～ 全体 
はい 35.3% 53.1% 60% 33.3% 47.1% 50% 46.2% 
いいえ 64.7% 46.9% 40% 66.7% 52.9% 50% 53.8% 
 
Q2（使用するか）で「はい」を選択し、Q4（気になるか）で「いいえ」を選択した「自
分が積極的に使用し、かつ他人の使用に対して気にならない」人数の割合を「～（さ）せ
ていただく」表現の「積極度」とすると、年齢層別の積極度は以下の表のようになる。 
 
表 3: 「～（さ）せていただく」表現の年齢層別「積極度」 
 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代以上 全体 
積極度 52.9% 21.9% 40% 27.8% 29.4% 33.3% 32.1% 
 
「積極度」と同様に、Q2（使用するか）で「いいえ」を選択し、Q4（気になるか）で「は
い」を選択した「自分が積極的に使用せず、かつ他人の使用が気になる」人数の割合を「～
（さ）せていただく」表現の「消極度」とすると、年齢層別の「消極度」は以下の表のよ
うになる（「消極度」が高いほど、「～（さ）せていただく」表現に対して消極的であると
考える）。 
 
表 4: 「～（さ）せていただく」表現の年齢層別「消極度」 
 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代以上 全体 
消極度 17.6% 28.1% 40% 11.1% 17.6% 41.7% 24.5% 
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Q6 の各設問に対して「○（許容できる）」と答えた人の割合を以下の図に示す。 
 
 
図 1: Q6 の各例文に対して「○」と回答した人の年齢層別割合 
 
(3)>(1)>(2)>(5)>(4)>(7)>(6)の順に○の割合が多いという傾向はほとんどの年齢層に共通
するが、年齢層ごとに○の割合の大きさが異なる。Q6 の各設問に対して○と回答した合計
が全体の回答数に占める割合を「～（さ）せていただく」表現に対する「許容度」3とする
と、年齢層別許容度は以下の表 5 で表すことができる。 
 
表 5: 年齢層別許容度 
 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 全体 
許容度 48.7% 47.3% 40% 48.4% 47.1% 44.0% 46.6% 
 
4. 考察 
4.1. 年齢別回答状況を踏まえて 
10 代は「『～（さ）せていただく』表現を積極的に使い、かつ他人の使用も気にしない」
傾向が顕著に現れた。Q2・Q4 の結果、「～（さ）せていただく」表現を積極的に使用する
割合が最も大きく、かつ「他人の使用が気になる」割合が全年齢層中 2 番目に小さい。さ
らに「積極度」は最も高く、「消極度」は全年齢層中 2 番目に低い。「許容度」は全年齢層
中最も高かった。 
20 代は「～（さ）せていただく」表現に対して消極的な傾向が全年齢層中最も強く現れ
た。この結果には 20 代のアンケート対象者が本学学生で、言語の使用に強い関心を持って
いることも関係していると考えられる。Q2・Q4 の結果、「～（さ）せていただく」表現を
                                                        
3
 例えば、Q6 に対して 10 代は回答者数 17×例文数 7＝回答数 119 であり、そのうち○とする回答が 58 あ
ったため、58/119 で 48.7%を導き出すことができる。 
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「積極的に使用しない」割合が「使用する」割合を上回り、「他人の使用が気になる」割合
が「気にならない」割合を上回った。さらに「積極度」は全年齢層中最も低く、「消極度」
は全年齢層中 3 番目であるものの、「全体」よりも高かった。 
30 代は「～（さ）せていただく」表現に対して消極的な傾向がみられた。Q4 の結果、
他人の「～（さ）せていただく」表現の使用が「気になる」割合が「全体」のそれを上回
った。さらに、「許容度」は全年齢層中最低で、「消極度」は全年齢層中 2 番目に高い。30
代は「～（さ）せていただく」表現に対して消極的な態度を持ちながらも、実際には使用
することが多いという傾向が伺える。 
40 代「～（さ）せていただく」表現に対して積極的な傾向がみられた。Q2・Q4 の結果、
「～（さ）せていただく」表現を「積極的に使う」割合が「使わない」割合に比べて高く、
かつ他人の使用が「気にならない」割合が「気になる」割合を大きく下回った。「許容度」
は全年齢層中 2 番目に高く、「消極度」は最も低かった。 
50 代は「～（さ）せていただく」表現に対して積極的な傾向があると言える。Q2・Q4
では、「積極的に使用する」「他人の使用が気にならない」割合が大きく、かつ「許容度」
は「全体」よりも高い。「積極度」も「消極度」を上回っており、「許容度」は「全体」を
上回った。 
60 代は「～（さ）せていただく」表現に対して消極的な傾向があると言える。Q4 では
「他人の使用が気になる」割合と「気にならない」割合がちょうど半々であった。Q2 では
「積極的に使用しない」が「使用する」を上回った。「許容度」は「全体」よりも低かった。 
 
4.2. 聞き手と話し手の意識を踏まえて 
 話し手が「～（さ）せていただく」表現を（積極的に）使用する理由で最も多かったも
のを年齢層別に見ると、全て話し手の丁寧意識または謙譲意識に基づく回答であった。一
方聞き手が他人の「～（さ）せていただく」表現を気にする理由で最も多かったものを年
齢層別に見ると、「その場に合わない丁寧すぎる表現である」という旨の回答が目立った。
このことから、「～（さ）せていただく」表現を巡っては、「話し手は丁寧・謙譲の意識を
持っているのに対して、聞き手は丁寧すぎて慇懃無礼な印象を受ける」傾向が明らかにな
った。 
 
4.3. 「さ入れ」表現を踏まえて 
「さ入れ」表現について、自由記述回答欄には「『さ入れ』表現である」という理由で気
になるとの回答はなかったが、「敬語として間違っている気がするから」「日本語としてお
かしい」など、「～（さ）せていただく」の間違いに関して言及する回答が複数見られた。 
本調査の結果を見る限りでは断言できないが「さ入れ」表現が敬語として間違っている
という意識が「～（さ）せていただく」表現に対する使用及び容認度に影響する可能性は
考えられる。 
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5. まとめと今後の課題 
アンケートによる意識調査の結果、「～（さ）せていただく」表現の使用に積極的なのは
10 代、40 代、50 代で、消極的なのは 20 代、30 代、60 代以上であることが分かった。し
かし年齢と「～（さ）せていただく」表現に対する態度には明確な相関関係は見られなか
った。さらに、「～（さ）せていただく」表現には話し手と聞き手とで意識に違いがあるこ
とも明らかになった。聞き手の意識の回答を踏まえると、許可・恩恵が存在する場合のほ
か、人間関係を考慮して、本当に丁寧に表現する必要のある場面を選んで限定的に使用す
るのが適切だと考えられる。しかし Q2・Q4 の結果、全体では「『～（さ）せていただく』
表現を積極的に使用し、他人の使用も気にならない」傾向があるため、その使用に関して
さほど神経質になる必要はないと考えられる。 
本稿では割愛したが、実際の Q3・Q5 の自由記述項目の回答に、営業・請負・接客業な
ど、職種柄使用する（しない）という回答が見られた。「～（さ）せていただく」表現は謙
譲語という語の特性上、職業が話し手・聞き手の意識に影響を与える可能性は大きいと考
えられる。しかし、アンケート質問票では職業の別を設けなかったため、回答者の職種が
違えば年齢層ごとの回答の傾向も異なる可能性がある。さらに「～（さ）せていただく」
表現の使用理由に関しては、「丁寧だから」という回答が多数見られたが、今回のアンケー
ト調査では、20 代で 1 件「お願いを聞いてもらいやすいから」という回答があっただけで、
「丁寧」意識の先にある話し手の意図までは汲み取ることができなかった。 
今後「～（さ）せていただく」表現のアンケートを行う際は、回答者の職業を問うこと、
「丁寧」意識の詳細についても調査することが課題である。 
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